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 駒込の六義園で
は11月18日(土)
からライトアップ
が始まります。小
石川後楽園から紅
葉狩りのハシゴは
いかがですか？ 
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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ → 検索

「公園へ行う！」
見てね！ 

 

→ 検索 

 

深山紅葉を楽しむ １１月１８日(土)～１２月３日(日) 

11 月１８日(金 

 

 今年はとっても雨の多かった１０月、秋を通り越し

て一気に冬の様な寒さになった日もありました。いつも

と少し違う秋。「今年の紅葉はどうなってしまうのだろ

う？」見ごろのお問合せも増えている中で、少し心配な

毎日です。 

 でも、そんな心配をよそに、園内ではイチョウが黄色

へ、ハゼは赤色に染まり、モミジも所々で赤色が濃くな

ってきました(紅葉の状況はツイッター、ホームページ、

お電話でご案内しています)。 

 今年も紅葉の時期に合わせて開催する『深山紅葉を楽

しむ』は左記のとおりです。また『都立庭園紅葉めぐり

スタンプラリー』も好評開催中(詳しくはホームページ

でご案内中)です。色を愛でる秋！今年も美しい秋色に

出逢えますように。(上写真は昨年１１月下旬の様子) 

行楽の季節！小石川後楽園で 

小さな旅に出かけよう！其の弐 広重『近江八景 唐﨑夜雨』 

国立国会図書館デジタルコレクション 

深山紅葉を楽しむ 
小石川後楽園は、都心にありながらも深山幽谷の景を有

し、毎年、紅葉の時期には４８０本ものモミジが園内を彩

ります。この紅葉をさらにお楽しみいただけるよう、今年

も様々な催しを開催します。 

 

①江戸糸あやつり人形 

日時 11 月 19 日(日) 11 時 30 分・13 時 30 分 

内容 松原にて、江戸糸あやつり人形遣い・上條充氏が、 

指につないだ数本の糸で人形を巧みに操ります。人形が繊

細な動きで舞う姿をご覧ください(各回約 30 分、雨天・強

風中止、入園料別途)。 

 

②里神楽の公演 『紅葉狩』 

日時 11 月 23 日(木・祝) 11 時 30 分・13 時 30 分 

内容 松原にて、東京藝術大学卒業同大学院在籍の邦楽

師・石森裕也氏らによる祭囃子の公演をお楽しみください。 

(各回約 30 分、雨天中止、入園料別途)。 

 

③石州流茶会(英語茶会を含む) 

日時 11 月 26 日(日) 11・12・13・14・15 時 

内容 涵徳亭にて、茶道石州流林泉寺派・宗匠江田露月氏

によるお点前披露をご覧になりながら、お抹茶をご賞味く

ださい。各回 25 名(当日先着順受付、各回 1 時間前より受

付、15 時の回は英語茶会・定員 15 名)。参加費 500 円(入

園料別途)。 

 

④伝統技能見学会「雪吊り」 

日時 12 月 3 日(日) 10 時・13 時 

内容 一つ松、陽石の松に雪などによる枝折れ防止のため

に施す「雪吊り」の作業を解説付きで披露します。「雪吊

り」は、当園と都立庭園の冬の風物詩です(雨天中止)。 

 その他、庭園ガイドボランティアによる庭園ガイド、植

木市、水戸の名産品・軽飲食の販売、もあります(休みの日

もありますので、日程・内容など、詳しくはチラシやホー

ムページでご確認ください。 

 

 

いい庭(１１月２８日)の日 

 

 

 文化財指定の都立９庭園は、歴史的にも文化財的に

も特色のある高い価値を有しています。これらの庭園

の存在を知っていただき、その価値や魅力を多くの方

に伝えるため、11 月 28 日を「いい庭の日」として、

９庭園合計で先着１万名様に“都立庭園オリジナルシ

ール”をプレゼントします(数に限りがございますの

で、各庭園お一人様１枚ずつのお渡しです)。 

 

 江戸時代から残る小石川後楽園の園内は、江戸から木曽路、琵琶湖を通り、京 

都までの旅気分を味わっていただけるようにも造られています。前号では、内庭の 

唐門から出発した旅人が、木曽路を通り、琵琶湖に見立てた大泉水のほとりまでや 

ってきました。今回は、その旅の続きをご案内！ 

 木曽路の延段を降りてくると右手に大泉水、たくさんのイロハモミジが植えられ 

た“紅葉林”を挟んで、左手には“竜田川(龍田川)”の緩い流れがあります。こち 

らは、古くから多くの和歌にも詠まれている紅葉の名所、奈良県の“竜田川”にち 

なんでいます。その昔、在原業平朝臣は 

 ちはやぶる 神代もきかず 竜田川 からくれなゐに 水くくるとは 

と詠みました。当園の紅葉林のモミジも、本家に負けず、毎年美しく色づきます。 

 紅葉林を抜けて歩みを進めると、右手石橋の向こう、大泉水のほとりに大きな松 

が見えてきました。この松は、琵琶湖のほとり、唐崎神社の境内にある“唐崎の松” 

に見立てた名木の“一つ松”です。 

 室町時代、中国湖南省の洞庭湖の八景にちなみ、大津の周辺で選ばれた『近江八 

景』は、広重によって描かれ、より広く知られるようになったといわれます。 

その『近江八景』のひとつ「唐崎の夜雨」に描かれた“唐崎の松”、この松が“唐崎の一ツ松”とも呼ばれたこと

から、当園の松は“一つ松”と名付けられています。 

 さあ、琵琶湖を過ぎて京都にやってきました。蓮池の向こうのブンゴザサに覆われた小高い築山は“小廬山”、

こちらは中国の景勝地“廬山”にちなみ、京都の清水寺一帯が“小廬山”と呼ばれていたことに由来します。そし

て、京都の中でも人気を誇る清水寺周辺に到着し、いよいよ旅もクライマックス！紅葉の名所、通天橋や嵐山、憧

れの都で旅人は一体どんな景色に出逢うことができるのでしょうか？(次号へつづく・・・) 

  

 

 


